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2020年12月24日
ねん がつ にち

主の降誕・夜半のミサ
しゅ こうたん や はん

菊地功大司教 ミサ説教
きく ち いさおだい し きょう せっきょう

「闇の中を歩む⺠は、大いなる光を⾒、死の影の地に住むものの上に、光が輝いた」
やみ なか あゆ たみ おお ひかり み し かげ ち す うえ ひかり かがや

お集まりの皆さん、そしてインターネット配信を通じて共に祈りをささげておられる皆
あつ みな はいしん つう とも いの みな

さん、主の降誕、おめでとうございます。
しゅ こうたん

このイザヤの言葉を切実に感じた一年でありました。今年の初めから、世界各地で猛威
こと ば せつじつ かん いちねん こ とし はじ せ かいかく ち もう い

を振るっている新型コロナウイルス感染症は、未知の感染症であるが故にその実体の
ふ しんがた かんせんしょう み ち かんせんしょう ゆえ じったい

解明に時間がかかり、多くの方が感染したりいのちを落とされてしまいました。日本も
かいめい じ かん おお ほう かんせん お に ほん

欧米と比較すれば人数は少ないとは言え、どのように対処したら良いのかが徐々に分か
おうべい ひ かく にんずう すく い たいしょ よ じょじょ わ

り始めてきたものの、⻑期間にわたっていのちの危機という暗闇の中を彷徨っているよ
はじ ちょう き かん き き くらやみ なか さま よ

うな気分であります。
き ぶん

現時点でも病 床にある多くの方のためにお祈りいたします。また医療関係者の方々に
げん じ てん びょうしょう おお かた いの い りょうかんけいしゃ かたがた

あっては、その献身的な働きに、心から感謝申し上げます。
けんしんてき はたら こころ かんしゃもう あ

医療関係者や研究者の方々の努力の積み重ねによって、徐々にではありますがその事
い りょうかんけいしゃ けんきゅうしゃ かたがた ど りょく つ かさ じょじょ じ

態が解明されはじめ、暗闇にも光が差してきたように思います。
たい かいめい くらやみ ひかり さ おも

わたしたちは、暗闇の中を明確な方向性を確認できないまま進まなければならないとき、
くらやみ なか めいかく ほうこうせい かくにん すす

どうしても疑心暗⻤になってしまいます。疑心暗⻤に包み込まれた心は、不安のあまり恐
ぎ しんあん き ぎ しんあん き つつ こ こころ ふ あん おそ

れを生み出します。恐れを振り払うかのようにしてわたしたちは、暗闇にかすかに差し込
う だ おそ ふ はら くらやみ さ こ

む光を求めてもがき続けてしまいます。暗闇には、さまざまな光が差し込んできます。
ひかり もと つづ くらやみ ひかり さ こ

不安と恐れに駆られるとき、じっくりとそれらの光を⾒極めて、正しい道を識別する作
ふ あん おそ か ひかり み きわ ただ みち しきべつ さ

業を待っていることが出来ずに、不安な心を満たしてくれる目の前の光に飛びついて
ぎょう ま で き ふ あん こころ み め まえ ひかり と

しまうことがあります。確かに今でも何が真実なのかを確実に把握している人はいない
たし いま なに しんじつ かくじつ は あく ひと

でしょうから、安心を求めて飛びついた光が、正しくなかったこともあるでしょう。偽
あんしん もと と ひかり ただ にせ
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の光に踊らされてしまったこともあるでしょう。浮き足立っているのですから、それは
ひかり おど う あし だ

不思議ではありません。
ふ し ぎ

自分ひとりが浮き足立っているだけならば構わないのですが、不安や恐れは安心を求め
じ ぶん う あし だ かま ふ あん おそ あんしん もと

て自分の立ち位置を明確にしようとさせ、ともすれば攻撃的になってしまいます。自分
じ ぶん た い ち めいかく こうげきてき じ ぶん

を不安に 陥 れる存在に対して、攻撃的な姿勢を⾒せてしまう誘惑があります。
ふ あん おとしい そんざい たい こうげきてき し せい み ゆうわく

感染した人への過度な批判や、自分と異なる存在への過度な攻撃。その中で人間関係は
かんせん ひと か ど ひ はん じ ぶん こと そんざい か ど こうげき なか にんげんかんけい

崩壊し、孤立と孤独が支配するようになります。
ほうかい こ りつ こ どく し はい

教皇フランシスコは、先日発表された回勅「FRATELLI TUTTI（ 兄弟の皆さん）」
きょうこう せんじつはっぴょう かいちょく きょうだい みな

においても、兄弟愛と社会的友愛をキーワードに、わたしたち人類は、同じ一つの家に共
きょうだいあい しゃかいてきゆうあい じんるい おな ひと いえ とも

に暮らす一つの家族であることを強 調されています。誰ひとり排除されて良い人はい
く ひと か ぞく きょうちょう だれ はいじょ よ ひと

ない、忘れられて良い人はいないと繰り返し強 調されてきた教皇は、この回勅にあ
わす よ ひと く かえ きょうちょう きょうこう かいちょく

っても、一つの家族の一員として、互いに助け合い、支え合うことの重要さを強 調さ
ひと か ぞく いちいん たが たす あ ささ あ じゅうよう きょうちょう

れています。人類すべてが、神から与えられた共通の家でいのちを生きる家族であると
じんるい かみ あた きょうつう いえ い か ぞく

強 調されています。
きょうちょう

昨年11月に東京で、東北の被災者の方々と出会った教皇の、あの言葉を思い起こしま
さくねん がつ とうきょう とうほく ひ さいしゃ かたがた で あ きょうこう こと ば おも お

す。
「一人で「復興」できる人はどこにもいません。だれも一人では再出発できません。町

ひと り ふっこう ひと ひと り さいしゅっぱつ まち

の復興を助ける人だけでなく、展望と希望を回復させてくれる友人や兄弟姉妹との出会
ふっこう たす ひと てんぼう き ぼう かいふく ゆうじん きょうだい し まい で あ

いが不可欠です」
ふ か けつ

同じように教皇は、この新しい回勅を準備されているときに発生した感染症のパン
おな きょうこう あたら かいちょく じゅん び はっせい かんせんしょう

デミックによる「世界的な危機は、『誰も一人で自分を救えない』こと、そして、『わた
せ かいてき き き だれ ひと り じ ぶん すく

したち皆が兄弟』として『ただ一つの人類として夢⾒る』べき時がついにやって来たこ
みな きょうだい ひと じんるい ゆめ み とき き

とを示した」と、新しい回勅に記しています(バチカンニュースから)
しめ あたら かいちょく しる

神が天地を創造された最初の状態にこそ、神が定められた秩序が実現しており、それこ
かみ てん ち そうぞう さいしょ じょうたい かみ さだ ちつじょ じつげん
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そが本当の意味での正義と平和に満ちあふれた状態でありました。しかし人間は与えら
ほんとう い み せい ぎ へい わ み じょうたい にんげん あた

れた自由意志を乱用し、その世界から逃げだし神から逃れようとすることによって、闇
じ ゆう い し らんよう せ かい に かみ のが やみ

の中をさまようことになりました。しかしそれでも自ら創造された人類を愛し続ける神
なか みずか そうぞう じんるい あい つづ かみ

は、闇の中をさまよい続ける⺠に、自らが道しるべの光となるために、そして神の道
やみ なか つづ たみ みずか みち ひかり かみ みち

に立ち返るよう呼びかけるために、自ら人となって誕生し、人類の歴史に直接介入
た かえ よ みずか ひと たんじょう じんるい れき し ちょくせつかいにゅう

する道を選ばれました。裏切りに対する神の答えは怒りと裁きではなく、愛といつくし
みち えら うら ぎ たい かみ こた いか さば あい

みでありました。死の暗闇ではなく、いのちの希望の光でありました。
し くらやみ き ぼう ひかり

いつくしみと愛そのものである神は、自ら出向いていくことで人となり、遠くから照ら
あい かみ みずか で む ひと とお て

す光ではなく、人々の中で輝く希望の灯火となろうとされました。愛といつくしみを
ひかり ひとびと なか かがや き ぼう ともし び あい

必要としているところへ、直接出向いていこうとする行動原理です。この神の行動原理
ひつよう ちょくせつ で む こうどうげん り かみ こうどうげん り

に、わたしたちも倣って生きたいと思います。
なら い おも

「出向いていく教会」は、教皇フランシスコが繰り返し強 調される教会の姿です。
で む きょうかい きょうこう く かえ きょうちょう きょうかい すがた

教皇は使徒的勧告「愛のよろこび」において、「わたしたちが呼ばれているのは、良心
きょうこう し と てきかんこく あい よ りょうしん

をそだてることであり、それに取って代わろうと思い上がることではありません（37）」
と か おも あ

と指摘して、教会が裁きの場となることのないようにと呼びかけます。それは「福音の喜
し てき きょうかい さば ば よ ふくいん よろこ

び」における次の言葉に繋がっています。
つぎ こと ば つな

「教会は無償のあわれみの場でなければなりません。すべての人が受け入れられ、愛
きょうかい む しょう ば ひと う い あい

され、ゆるされ、福音に従う良い生活を送るよう励まされる感じられる場でなければな
ふくいん したが よ せいかつ おく はげ かん ば

らない」（114）

この一年、感染症という⾒えない脅威を前にして、いのちの危機という暗闇に取り込
いちねん かんせんしょう み きょう い まえ き き くらやみ と こ

まれてきたわたしたちには、自信を持って歩みを進めるために、光を探し求めてきまし
じ しん も あゆ すす ひかり さが もと

た。その光は、誰かを裁いたり、排除したり、攻撃するための光ではなく、いつくし
ひかり だれ さば はいじょ こうげき ひかり

みと愛を持って支え合い、慰め合い、喜びを生み出す光です。その光はわたしたち
あい も ささ あ なぐさ あ よろこ う だ ひかり ひかり

を、「展望と希望を回復させてくれる友人や兄弟姉妹との出会い」へと導いてくれる光
てんぼう き ぼう かいふく ゆうじん きょうだい し まい で あ みちび ひかり

です。この輝く光には、いのちの希望があります。なぜならばこの輝く光は、いの
かがや ひかり き ぼう かがや ひかり
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ちそのものであり、いのちを賜物として創造された神の愛といつくしみそのものであり、
たまもの そうぞう かみ あい

わたしたちを包み込む神のことばそのものであります。
つつ こ かみ

「闇の中を歩む⺠は、大いなる光を⾒、死の影の地に住むものの上に、光が輝いた」
やみ なか あゆ たみ おお ひかり み し かげ ち す うえ ひかり かがや

飼い葉桶に寝かされた幼子の前に佇み、その小さないのちに込められた神の愛といつ
か ば おけ ね おさな ご まえ たたず ちい こ かみ あい

くしみに感謝いたしましょう。そしてそのいのちが与える希望をわたしたちも心にいた
かんしゃ あた き ぼう こころ

だき、その希望を喜びのうちに、多くの人たちに分け与えてまいりましょう。いま、多
き ぼう よろこ おお ひと わ あた おお

くの人たちが不安と疑心暗⻤の暗闇の中で、喜びと希望の光を待ち望んでおられます。
ひと ふ あん ぎ しんあん き くらやみ なか よろこ き ぼう ひかり ま のぞ


